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669t
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公
共
施
設
等
っ
て
な
に
？

　

私
た
ち
の
周
り
に
は
、
生
活
に
密
着

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
が
あ
り
ま
す
。

　

学
校
、
市
営
住
宅
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
建
築
物
を
「
公
共
施

設
（
建
築
物
）」、
道
路
や
橋
、
公
園
な

ど
を
「
イ
ン
フ
ラ
施
設
」、
料
金
収
入

で
運
営
し
て
い
る
水
道
・
下
水
道
施
設

を
「
公
営
企
業
施
設
」
と
し
、
こ
れ
ら

の
施
設
を
総
称
し
て
「
公
共
施
設
等
」

と
い
い
ま
す
。

公
共
施
設
等
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
？

　

帯
広
市
の
公
共
施
設
等
の
現
状
や
課

題
を
把
握
す
る
た
め
に
、
平
成
27
年
６

月
に
作
成
し
た
「
公
共
施
設
白
書
」
に

よ
る
と
、
公
共
施
設
（
建
築
物
）
は

２
８
５
施
設
あ
り
、
総
延
床
面
積
は
約

73
・
５
万
平
方
メ
ー
ト
ル
に
な
り
ま
す
。

（
表
）

　

施
設
分
類
別
で
は
、
学
校
教
育
系
施

設
が
約
35
パ
ー
セ
ン
ト
、
公
営
住
宅
が

約
31
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。

（
図
）

今
、
公
共
施
設
等
が

大
き
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す

　

今
後
、
こ
れ
ら
の
公
共
施
設
等
が
大

規
模
改
修
や
建
て
替
え
の
時
期
を
迎
え
、

市
の
財
政
運
営
の
大
き
な
負
担
と
な
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

人
口
構
成
の
変
化
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
多
様
化
な
ど
に
よ
り
、
公
共
施
設
等

に
対
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
も
変
化
し
て
き

て
い
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
公
共
施
設
等
の
現
状
や

課
題
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
有
し
、
公

共
施
設
等
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
ま
す
。

フードバレーとかちは、十勝の強みである食と農林漁業を生かした地域成長戦略です。

（平成26年3月31日現在）表　公共施設等の内訳
図　公共施設（建築物）の
　　分類別内訳（延床面積）

公共施設等

公共施設（建築物）
学校、市営住宅、

コミセン、保育所、
とかちプラザ、

体育館、市庁舎など

インフラ施設
道路、橋、公園、
農村上下水道

公営企業施設
水道、下水道

区
分 施設分類 施設数 延床面積

（万㎡）
割合
（%） 施設例

公
共
施
設
（
建
築
物
）

地域コミュニティ施設 51 2.9 4.0 コミュニティセンター、福祉センター、農業センター
市 民 文 化 ・
社 会 教 育 系 施 設 11 4.3 5.9 市民文化ホール、とかちプラザ、図書館、動物園など
ス ポ ー ツ ・
レクリエーション系施設 28 6.2 8.5 体育館、帯広の森屋内スピードスケート場、岩内自然の村など
産 業 系 施 設 14 1.6 2.2 北愛国交流広場、八千代公共育成牧場など

学 校 教 育 系 施 設 42 25.5 34.7 小・中学校、南商業高校、給食調理場

子 育 て 支 援 施 設 54 1.5 2.0 保育所、児童保育センター、児童会館

保健・福祉・医療施設 7 1.3 1.8 保健福祉センター、休日夜間急病センターなど

公 営 住 宅 22 22.6 30.7 市営住宅

行 政 系 施 設 22 4.2 5.6 市役所本庁舎、支所、消防署など

そ の 他 施 設 24 2.4 3.2 空港、駐車場、競馬場、火葬場など

普 通 財 産 10 1.0 1.4 市民活動プラザ六中、教職員住宅など

小　　計 285 73.5 100

イ
ン
フ
ラ
施
設

道 路 、 橋 梁 − − 市道延長1406.4km、橋399基

公 園 − 0.2 − 開設公園214カ所、開設面積763ha

簡 易 水 道 − 0.3 − 水道管延長326.3km、簡易水道施設4施設

農 村 下 水 道 − 0.0 − 下水道管延長1.8km、下水道処理施設1施設

小　　計 − 0.5 −

公　
　

営

企
業
施
設

水 道 − 1.0 − 水道管延長1067.2km、水道施設3施設

下 水 道 − 1.8 − 下水道管延長1200.1km、下水道処理施設1施設

小　　計 − 2.8 −

合　　計 285 76.8 −

学校
教育系施設
34.7%

公営住宅 
30.7%

その他
34.6% 合計

約73.5万㎡

　帯広市では、これまで、学校や市営住宅、道路、公園、上下水道など、多くの
公共施設等を整備してきました。
　今後、これらの公共施設が大規模な改修や建て替えの時期を迎えます。皆さん
が普段利用している公共施設のこれからについて一緒に考えてみませんか。
問い合わせ　�企画課（市庁舎５階、☎65・4105）

特 集 公共施設を考える

未来につなげる公共施設
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公
共
施
設
等
の

現
状
と
課
題

①
施
設
の
老
朽
化

　

市
で
は
、
人
口
の
増
加
や
都
市
化
の

進
展
に
合
わ
せ
て
、
学
校
や
市
営
住
宅
、

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
ほ
か
、
道
路
、

公
園
、
上
下
水
道
な
ど
、
多
く
の
公
共

施
設
等
を
整
備
し
て
き
ま
し
た
。（
表

１
）

　

公
共
施
設
（
建
築
物
）
は
、
昭
和
40

年
代
後
半
か
ら
平
成
10
年
代
に
か
け
て

造
ら
れ
た
も
の
が
多
く
、
一
般
的
に
大

規
模
修
繕
や
改
修
が
必
要
と
さ
れ
る
建

築
後
30
年
以
上
を
経
過
し
た
建
物
は
約

４
割
を
占
め
て
い
て
、
今
後
20
年
で
、

そ
の
比
率
は
約
９
割
ま
で
上
昇
す
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。（
図
１
）

　

施
設
分
類
別
で
は
、
子
育
て
支
援
施

設
の
６
割
以
上
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

施
設
の
６
割
近
く
が
建
築
後
30
年
以
上

を
経
過
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
計
画
的
な
維
持
管
理
や
修

繕
を
行
う
な
ど
、
一
斉
に
大
規
模
改
修

や
建
て
替
え
が
必
要
な
時
期
を
迎
え
る

施
設
の
老
朽
化
に
対
応
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

②
多
額
の
改
修
・
更
新
費
用

　

現
在
の
公
共
施
設
等
を
全
て
保
有
し

続
け
た
場
合
を
想
定
し
、
今
後
40
年
間

で
必
要
と
な
る
単
年
度
当
た
り
の
改

修
・
更
新
費
用
を
試
算
し
た
と
こ
ろ
、

直
近
５
年
間
に
公
共
施
設
等
の
大
規
模

改
修
や
建
て
替
え
の
た
め
に
要
し
た
投

資
的
経
費
の
平
均
の
２
倍
の
金
額
と
な

り
ま
し
た
（
図
２
）。
ま
た
、
施
設
の

老
朽
化
に
伴
う
維
持
管
理
経
費
の
増
加

も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
は
、
財
政
の
制
約
が
あ
る
中
で
、

効
果
的
・
効
率
的
な
改
修
や
建
て
替
え
、

維
持
管
理
や
修
繕
を
計
画
的
に
行
う
ほ

か
、
公
共
施
設
等
に
係
る
費
用
の
縮
減

を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

③
市
民
ニ
ー
ズ
の
変
化

　

今
年
２
月
に
策
定
し
た
「
帯
広
市
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
は
、
帯
広
市
の
人
口

は
、
平
成
72
年
に
は
現
在
よ
り
も
約
２

割
減
少
し
、
昭
和
45
年
と
同
程
度
の

13
万
１
１
８
４
人
に
な
る
と
推
計
し
て

い
ま
す
。（
図
３
）

　

ま
た
、
14
歳
以
下
の
年
少
人
口
や
、

15
歳
以
上
64
歳
以
下
の
生
産
年
齢
人
口

が
減
少
す
る
一
方
、
65
歳
以
上
の
老
年

人
口
の
割
合
は
増
加
を
続
け
、
平
成
72

年
に
は
約
36
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
す
る
も

の
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
人
口
構
成
の
変
化
な
ど
に

伴
い
、
施
設
に
よ
っ
て
は
、
利
用
者
数

に
偏
り
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、
施
設
内
の

各
室
の
利
用
状
況
に
も
大
き
な
差
が
生

じ
る
な
ど
、
施
設
整
備
時
の
利
用
想
定

と
実
際
の
利
用
実
態
に
乖か
い
り離
が
生
じ
て

い
ま
す
。（
図
４
）

　

今
後
は
、
こ
う
し
た
状
況
が
さ
ら
に

広
が
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
各

施
設
に
お
け
る
利
用
実
態
を
把
握
し
、

市
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
に
柔
軟
に

対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

④
厳
し
い
財
政
状
況

　

市
の
歳
入
は
、
国
や
道
の
財
政
が
厳

し
い
こ
と
か
ら
、
地
方
交
付
税
や
補
助

金
な
ど
の
交
付
に
よ
る
収
入
の
大
幅
な

増
加
が
期
待
で
き
な
い
上
、
主
な
働
き

手
で
あ
る
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
伴

う
、
歳
入
の
根
幹
と
な
る
市
税
の
減
少

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

市
の
歳
出
は
、
高
齢
化
の
進
行
な
ど

に
よ
り
社
会
保
障
や
生
活
保
護
費
な
ど

の
扶
助
費
が
年
々
増
加
を
続
け
、
こ
の

10
年
間
で
２
倍
に
な
っ
て
い
る
一
方
、

公
共
施
設
等
の
整
備
費
（
普
通
建
設
事

業
費
）
は
ピ
ー
ク
時
の
約
４
割
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
、
歳
入
総
額
の
大
幅
な
伸
び
が

期
待
で
き
な
い
中
、
高
齢
社
会
の
到
来

に
よ
り
、
扶
助
費
は
さ
ら
に
増
加
す
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
、
普
通
建
設
事
業
費

や
施
設
な
ど
の
維
持
補
修
費
に
充
て
ら

れ
る
財
源
は
よ
り
限
ら
れ
た
も
の
に
な

る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

今
後
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
？

　

公
共
施
設
等
の
現
状
や
課
題
を
踏
ま

え
る
と
、
公
共
施
設
等
を
こ
れ
ま
で
と

同
じ
水
準
で
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
困

難
で
す
。

　

今
後
は
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
な

ど
に
対
応
し
、
将
来
に
わ
た
り
公
共
施

設
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
・
持
続
的

に
提
供
し
て
い
く
た
め
、
市
民
ニ
ー
ズ

の
変
化
や
市
の
財
政
状
況
を
考
慮
し
な

が
ら
、
施
設
機
能
が
効
果
的
に
発
揮
さ

れ
る
よ
う
、
公
共
施
設
等
の
長
寿
命
化

や
施
設
総
量
の
適
正
化
な
ど
に
取
り
組

む
「
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

表1　帯広市の築年数別の主な公共施設

図2　直近5年間の平均投資的経費と今後40年間の平均更新費用の比較

図3　帯広市の人口と人口構成の推移

図4　福祉センターの年間利用者数と利用率

築年数 主　　な　　施　　設
築50年以上
（～S39） 動物園、児童会館

築40～49年
（S40～S49）

大空会館、総合体育館、帯広小学校、大空小学校、第八中学校、大空中学校、帯広保育所、青葉保育所、市営住宅（大空団地）、
消防署（西出張所）

築30～39年
（S50～S59）

東コミセン、鉄南コミセン、光南福祉センター、西福祉センター、百年記念館、八千代公共育成牧場、東小学校、稲田小学校、
第二中学校、西陵中学校、緑ヶ丘保育所、ひばり保育所、市営住宅（公園東町団地、緑央団地）、川西支所

築20～29年
（S60～H6）

南コミセン、帯広の森コミセン、中央福祉センター、緑南福祉センター、市民文化ホール、帯広の森アイスアリーナ、帯
広の森野球場、帯広の森市民農園（サラダ館）、開西小学校、明和小学校、第五中学校、緑園中学校、グリーンプラザ、
保健福祉センター、市営住宅（明和団地、新緑団地）、市役所本庁舎

築10～19年
（H7～H16）

北親福祉センター、みなみ野福祉センター、とかちプラザ、森の交流館・十勝、帯広の森市民プール、北愛国交流広場、
啓西小学校、つつじが丘小学校、第一中学校、生活館、市営住宅（若葉団地）、みどりと花のセンター

築10年未満
（H17～）

栄福祉センター、きぼう福祉センター、帯広の森・はぐくーむ、図書館、帯広の森屋内スピードスケート場、豊成小学校、
栄小学校、豊成保育所、豊成児童保育センター、休日夜間急病センター、市営住宅（稲田団地）

直近5年間の投資的経費の平均額 今後40年間の更新費用の平均額
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図1　公共施設の建築年別整備状況

築50年以上
（～S39）

延
床
面
積
（
千
㎡
）

築40～49年
（S40～S49）

築30～39年
（S50～S59）

築20～29年
（S60～H6）

築10～19年
（H7～H16）

築10年未満
（H17～H25）

0

50

100

150

200

250

1.0％1.0％

10.5％10.5％

29.3％29.3％27.6％27.6％

19.9％19.9％

11.7％11.7％

現在、約4割が
築30年以上経過
現在、約4割が
築30年以上経過

20年後には約9割が
築30年以上に
20年後には約9割が
築30年以上に

※（　）内は、公共施設を整備した年度を記載しています。

公共施設等をこれまでと同じ水準で維持するのは困難

公共施設
マネジメントを
進めていく
必要がある

①施設の老朽化 ③市民ニーズの変化②多額の改修・更新費用

表1、図1、図2 出典：公共施設白書
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計
画
策
定
に
向
け
た

取
り
組
み

　

市
で
は
、
昨
年
度
よ
り
、
公
共
施
設

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
本
的
な
方
針
や
考

え
方
を
示
す
「（
仮
称
）
帯
広
市
公
共

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
」
の
策
定
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
市
民
の
意

見
を
広
く
反
映
さ
せ
る
た
め
、
市
民
を

対
象
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

①
市
民
・
高
校
生
・
施
設
利
用
者

　

ア
ン
ケ
ー
ト

　

公
共
施
設
の
利
用
状
況
、
今
後
の
公

共
施
設
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
平

成
27
年
７
月
と
８
月
に
、
市
民
、
高
校

生
、
公
共
施
設
利
用
者
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
概
要

◆
対
象
者
数

・
満
18
歳
以
上
の
市
民（
２
０
０
０
人
）

・�
市
内
の
高
校
８
校
（
高
校
２
年
生
、

合
計
約
３
２
０
人
）

・�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
６
施
設
、

福
祉
セ
ン
タ
ー
４
施
設
、
児
童
会
館
、

と
か
ち
プ
ラ
ザ
、
図
書
館
、
総
合
体

育
館
、
帯
広
の
森
市
民
プ
ー
ル
の
利

用
者
（
各
施
設
約
１
０
０
人
、
合
計

約
１
５
０
０
人
）

◆
回
答
数

・
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト　

　

９
８
７
人
（
回
答
率
49
・
４
％
）

・
高
校
生
ア
ン
ケ
ー
ト

　

２
８
４
人

・
施
設
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト

　

１
２
９
５
人

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
傾
向

　
「
公
共
施
設
を
取
り
巻
く
現
状
や
課

題
に
つ
い
て
関
心
が
あ
り
ま
す
か
」
に

つ
い
て
は
、「
大
い
に
関
心
が
あ
る
」

ま
た
は
「
や
や
関
心
が
あ
る
」
と
回
答

し
た
市
民
は
約
９
割
、
高
校
生
は
約
７

割
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
図
５
）

　
「
今
後
、
公
共
施
設
の
改
修
、
建
て

替
え
に
必
要
と
な
る
費
用
が
増
加
す
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
の
公
共
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る

と
お
考
え
で
す
か
」
に
つ
い
て
は
、
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
市
民
ニ
ー
ズ

や
財
政
状
況
に
見
合
う
よ
う
に
縮
減
も

検
討
」
が
約
８
割
を
占
め
た
一
方
、
高

校
生
ア
ン
ケ
ー
ト
、
施
設
利
用
者
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、「
市
民
ニ
ー
ズ
や
財
政

状
況
に
見
合
う
よ
う
に
縮
減
も
検
討
」

よ
り
も
「
現
状
規
模
維
持
、
順
次
建
て

替
え
」
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

②
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

　

こ
れ
か
ら
の
公
共
施
設
等
に
求
め
ら

れ
る
役
割
、
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
議

論
す
る
た
め
、
平
成
27
年
10
月
と
11
月

に
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
公
共
施
設

に
関
す
る
印
象
、
施
設
を
使
う
理
由
、

使
わ
な
い
理
由
な
ど
を
議
論
し
た
後
、

各
グ
ル
ー
プ
で
選
択
し
た
生
活
圏
に
お

け
る
公
共
施
設
の
必
要
性
・
課
題
を
踏

ま
え
、
そ
の
課
題
解
決
策
に
つ
い
て
議

論
を
行
い
ま
し
た
。

③
市
民
意
見
交
換
会
を
開
催

　

計
画
の
策
定
に
向
け
、
施
設
類
型
ご

と
の
取
り
組
み
の
考
え
方
な
ど
に
つ
い

て
意
見
を
も
ら
う
た
め
、
今
年
６
月
と

７
月
に
一
般
市
民
向
け
（
計
４
回
）
と
、

公
共
施
設
の
管
理
・
運
営
な
ど
に
携
わ

る
関
係
者
向
け
（
１
回
）
の
意
見
交
換

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

意
見
交
換
会
で
の
主
な
意
見

・�

人
口
の
増
加
が
見
込
め
ず
、
財
政
の

制
約
が
あ
る
中
で
は
、
今
後
、
機
能

の
集
約
化
や
施
設
の
複
合
化
は
必
要
。

・�

機
能
の
集
約
化
や
施
設
の
複
合
化
に

あ
た
っ
て
は
、
管
理
体
制
の
明
確
化

や
、
施
設
が
遠
く
な
る
市
民
へ
の
交

通
手
段
な
ど
も
合
わ
せ
て
考
え
る
べ

き
。

・�

公
共
施
設
等
の
有
効
活
用
に
向
け
た

取
り
組
み
や
、
施
設
を
利
用
し
や
す

く
な
る
よ
う
な
環
境
の
整
備
が
必
要
。

・�

公
共
施
設
の
現
状
や
将
来
の
方
向
性

に
つ
い
て
、
市
民
の
理
解
が
得
ら
れ

る
よ
う
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
べ
き
。

・�

大
規
模
改
修
や
建
て
替
え
な
ど
の
ト

ー
タ
ル
コ
ス
ト
を
抑
え
る
た
め
に
は
、

予
防
保
全
を
行
う
こ
と
が
必
要
。

④
市
民
検
討
委
員
会
の
設
置

　

公
共
施
設
等
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

幅
広
い
視
点
か
ら
検
討
を
行
う
た
め
、

学
識
経
験
者
や
公
募
に
よ
る
市
民
な
ど

12
人
で
構
成
す
る
市
民
検
討
委
員
会
を

平
成
27
年
７
月
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
は
計
６
回
、
平
成
28
年

度
は
こ
れ
ま
で
３
回
開
催
し
、
計
画
策

定
に
向
け
た
議
論
を
行
っ
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

基
本
的
な
視
点

　

今
年
２
月
に
策
定
し
た
計
画
の
骨
子

で
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
に

あ
た
っ
て
の
３
つ
の
基
本
的
な
視
点
を

定
め
ま
し
た
。

　

現
在
、
計
画
の
策
定
に
向
け
、
こ
の

３
つ
の
視
点
を
踏
ま
え
た
基
本
方
針
や
、

施
設
類
型
ご
と
の
考
え
方
な
ど
に
つ
い

て
検
討
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。（
表

２
）市

民
と
と
も
に
未
来
に

つ
な
げ
る
公
共
施
設

　

公
共
施
設
等
は
、
市
民
生
活
に
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
拠
点
で
あ
り
、

市
民
生
活
や
経
済
活
動
を
支
え
る
基
盤

で
す
。
施
設
の
建
て
替
え
な
ど
に
あ
た

っ
て
は
、
利
用
者
や
市
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　

今
年
12
月
を
め
ど
に
、
計
画
案
に
対

す
る
市
民
の
意
見
を
聴
く
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
公

共
施
設
等
の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
一

人
ひ
と
り
が
問
題
意
識
を
持
ち
、
未
来

に
つ
な
げ
る
公
共
施
設
の
在
り
方
を
一

緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

十勝エコロジーパークイベント「木のトンネルつくりたい」　ヤナギのトンネルを作りながら、木と触れ合う大切さを子どもも大人も学びます。長
靴と軍手持参。　日10月１日(土)、９時45分～12時　費300円　場・問十勝エコロジーパーク（音更町十勝川温泉南18、☎32・6780）

○地域コミュニティの活性化
　�子どもから高齢者までのさまざまな世代が集い、多様な
関わりを育む場を創出する地域コミュニティの形成に寄
与する公共施設マネジメントを進めていく。
○時代に適したサービス提供
　�時代背景や人口構成の変化に伴う市民ニーズの多様化な
どにより、公共施設に求められる役割やニーズは変化し
ていくため、施設の設置目的を踏まえつつ、ハード・ソ
フト両面から柔軟に対応していく。

○保全・活用の推進
　�サービス水準の維持、施設の更新などに係る費用の縮減
のため、できる限り施設を大切に長く使っていく。
○効率的な管理・運営
　�次世代へ負担を先送りしないように維持管理費用の縮減
や財源確保、効率的な施設運営を進め、公共施設に係る
負担を減らしていく。

○問題意識の共有と協働
　�公共施設マネジメントに係る情報を共有し、課題解決の
場に参画できる多様な機会の充実を図っていく。

表2　公共施設マネジメントの基本的な視点

図５　市民・高校生・施設利用者アンケート結果

視点３

市民と
ともに創る

視点２

未来に
つなげる

視点１

交流を
育む

関心がない
10.6%
関心がない
10.6%

大いに関心が
ある 29.6%
大いに関心が
ある 29.6%

やや関心がある
59.8%
やや関心がある
59.8%

高校生高校生 施設
利用者
施設
利用者

市　民市　民

現状規模維持、
順次建て替え 17.0%
現状規模維持、
順次建て替え 17.0%

他の事業より優先して整備 2.3%他の事業より優先して整備 2.3%その他 3.4%その他 3.4%

その他 0.7%その他 0.7%

役割・実態を検証し、市民ニーズや財政状況に
見合うように縮減も検討 77.3%
役割・実態を検証し、市民ニーズや財政状況に
見合うように縮減も検討 77.3%

現状規模維持、
順次建て替え 49.1%
現状規模維持、
順次建て替え 49.1%

現状規模維持、
順次建て替え 44.0%
現状規模維持、
順次建て替え 44.0%

役割・実態を検証し、
市民ニーズや
財政状況に
見合うように
縮減も検討
31.4%

役割・実態を検証し、
市民ニーズや
財政状況に
見合うように
縮減も検討
31.4%

他の事業より
優先して整備 
14.3%

他の事業より
優先して整備 
14.3%

他の事業より
優先して整備
20.2%

他の事業より
優先して整備
20.2%役割・実態を検証し、

市民ニーズや
財政状況に
見合うように
縮減も検討
35.8%

役割・実態を検証し、
市民ニーズや
財政状況に
見合うように
縮減も検討
35.8%

Ｑ　公共施設を取り巻く現状や
　　課題について関心がありま
　　すか

Ｑ　今後、公共施設の改修、建て替えに必要となる費用が増加する
　　ことが見込まれていますが、これからの公共施設の整備につい
　　て、どのように進めていくべきであるとお考えですか

市　民市　民

関心がない
35.8%
関心がない
35.8%

大いに関心がある
7.8%
大いに関心がある
7.8%

やや関心がある
56.4%
やや関心がある
56.4%

高校生高校生

その他 4.5%その他 4.5%

市民意見交換会の様子

各回答の割合（％）は、小数点第2位以下を四捨五入し、端数整理はしていない。
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